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市船 橋
新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
海
老
川
上
流
地
区
で

は
、市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
や
新
駅
誘
致
を
伴

う
土
地
区
画
整
理
事
業
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。市

で
は
、同
事
業
に
合
わ
せ
て
、「
ふ
な
ば
し
メ
デ
ィ
カ

ル
タ
ウ
ン
構
想
」を
策
定
し
、医
療
と
健
康
を
テ
ー
マ

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
東
葛
南
部
地
域
医
療
圏

の
三
次
救
急
を
担
っ
て
お
り
、
高
度
医
療
へ
の
対
応

な
ど
診
療
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
誘
致
も
進

め
て
い
き
ま
す
。
常
に
新
し
い
技
術
・
情
報
が
入
る

医
療
や
健
康
を
加
え
る
こ
と
で
、
進
化
し
続
け
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
集
客
施
設
等
が
集
積
し
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
臨
海
部
で
は
、
J
R

南
船
橋
駅
前
に
あ
る
約
4
・
5
ha
の
市
有
地
を
活
用

し
、
臨
海
部
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
土
地

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
化
す
る
と
共
に
、
公
的
負

担
を
最
小
化
す
る
た
め
、
民
間
活
力
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
民
間
事
業
者
は
商
業
施
設
や
集
合
住
宅
の
整

備
に
併
せ
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
大
規
模
な
芝
生
広
場
や
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
ま
ち
づ

く
り
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
創
出

と
回
遊
性
向
上
を
促
し
、
臨
海

部
の
魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
多

方
面
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

現
在
の
感
染
状
況
を
見
て
も
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
独
自
の
P
C
R
検
査
体

制
の
構
築
や
、
市
内
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
療
養
施
設
の

開
設
、
医
療
機
関
に
お
け
る
病
床
の
確
保
な
ど
、
状

況
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
様
々
な
対
策
を
講
じ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
迅
速
に
実
行
す

る
上
で
は
、
長
年
築
い
て
き
た
市
医
師
会
と
の
協
力

体
制
及
び
中
核
市
と
し
て
独
自
に
設
置
し
て
い
る
保

健
所
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
感
染
症
対

策
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
と
同
時
に
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
令
和
4
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で
の
第
3
次

総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

船
橋
市
児
童
相
談
所
の
設
置

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
住
民
に

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

家
庭
児
童
相
談
室
を
設

け
、
県
市
川
児
童
相
談
所

と
連
携
し
、
虐
待
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
、
早
期

対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

県
市
川
児
童
相
談
所
は
、
船
橋
市
・
市
川
市
・
浦

安
市
・
鎌
ケ
谷
市
の
4
市
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
相

談
件
数
は
年
々
増
加
し
、
そ
の
約
半
数
は
児
童
虐
待

相
談
件
数
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
本
市
の
案
件

が
約
4
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
で
受
け
る
相
談

件
数
に
つ
い
て
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
家
庭
児
童
相
談
室
の
職
員
体
制
の
強
化
を
図

り
、
児
童
虐
待
等
の
問
題
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
相
談

や
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
と
県
児
童
相
談
所
は
虐

待
リ
ス
ク
の
重
さ
や
求
め
ら
れ
る
専
門
性
に
よ
り
、

役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
迅
速
か
つ
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
双
方
の
役
割
を
一

元
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
市
独
自
の
児
童
相

談
所
の
設
置
を
目
指
し
、
令
和
3
年
7
月
に
船
橋
市

児
童
相
談
所
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

市
独
自
の
児
童
相
談
所
を
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
で
安
心
な
生
活
を
守
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な

成
長
と
発
達
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

経
て
、
社
会
の
あ
り
方
や
人
々
の
意
識
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
で
、
持
続
可
能
で
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
社
会
の
実
現
を
目
指
す
S
D
G
s
の
視
点

や
考
え
方
を
市
政
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
大
切
な
要

素
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
対
し
て
は
、
地
球
的
視
野
を
も
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
湾
に
面
し

て
い
る
本
市
は
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部
と
連
携

し
、
河
川
や
海
の
水
を
採
取
し
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
効
果
的
な
抑
制
対
策
を
検
討
す
る
た
め
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

多
様
性
を
包
摂
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
性
的
少
数
者
等
の
方
々
へ
の
社
会
的
理
解
が

進
む
よ
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
本
年

中
に
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
対
策
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
研
修
を
受

け
た
公
民
館
職
員
が
「
ス
マ
ホ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

と
な
り
、
ス
マ
ホ
の
〝
ち
ょ
っ
と
し
た
質
問
〟
に
答

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
人
口
64
万
人
を
擁
し
、
政
令
指
定
都
市
を

除
く
と
全
国
で
一
番
人
口
規
模
の
大
き
な
市
へ
と
成

長
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

を
持
っ
た
方
が
大
勢
い
ま
す
。
こ
う
し
た
全
国
に
誇

る
「
市
民
力
」
を
活
か
し
て
、
人
々
の
笑
顔
が
ま
ち

中
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

船
橋
市
初
の
国
史
跡
が
誕
生

　

　

取
掛
西
貝
塚
が
こ
の
秋
に
も
船
橋
市
初
の
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
掛
西
貝
塚
は
約
1
万
年
前
の
貝
塚
を
伴
う
縄
文

時
代
早
期
前
葉
の
集
落
跡
で
、
東
葉
高
速
鉄
道
飯
山

満
駅
か
ら
徒
歩
約
20
分
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　

船
橋
市
を
含
む
東
京
湾
東
岸
部
は
、
特
別
史
跡
加

曾
利
貝
塚
（
千
葉
市
）
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
貝

塚
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
取
掛
西
貝
塚
は

最
も
古
く
、
日
本
で
初
め
て
貝
塚
が
形
成
さ
れ
た
時

期
の
環
境
や
生
活
、
文
化
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
、
全
国
的
に
み
て
も
重
要
な
遺
跡
で

す
。
ま
た
、
東
京
湾
の
恵
み
に
よ
り
発
展
し
て
き
た

本
市
に
と
っ
て
も
、
「
ふ
る
さ
と
船
橋
」
の
原
点
と

も
い
え
る
大
切
な
遺
跡
で
す
。

　

今
後
、
学
識
経
験
者
・
市
民
の
代
表
に
よ
る
委
員

会
で
検
討
を
進
め
、
令
和
5
年
度
に
取
掛
西
貝
塚
の

保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

遺
跡
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
の
成
り
立
ち
を
知

る
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
地

域
の
将
来
の
文
化

環
境
を
形
作
る
重

要
な
資
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
多
く

の
方
に
取
掛
西
貝

塚
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
今
後

も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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64
万
市
民
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

■南船橋駅前の芝生広場
※イメージであり、関係機関との協議等により変更となる可能性があります。

■取掛西貝塚の貝層と動物骨集中

■家庭児童相談室
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